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当中間期の概況
当中間期の世界経済は、原油価格の高騰、米国住宅市

場の軟化と、それに伴うサブプライムローン問題による金融
混乱等の減速要因があったものの、アジアを主とする新興
諸国の経済伸長やユーロ圏での景気回復がプラス要因と
なり、総じて堅調に推移しました。日本経済は、実感としては
景気回復の足取りが重く、政治面での様々な混乱も続きま
したが、円安による輸出増加や堅調な設備投資を背景に、
概ね安定した基調で推移しました。
発泡樹脂業界では、原油価格の高騰に加え、ナフサの未

曽有の高価格域への移行を背景に、各種原材料価格の波
状的値上がりにさらされ、製品価格是正等の対応が引き続
き大きな課題となりました。
このような情勢下で、当社は原材料価格高騰への対応と
ともに、新製品の開発と新たな市場開拓に注力し、高機
能・高付加価値製品の上市に努めるとともに、引き続き生
産効率の向上に取り組み、物流費削減等のコスト低減を進
めました。
原油、石化原材料は、新たな高価格時代に入ったと認識

していますが、それに対応する製品価格の修正は道半ばの
感があり、特に国内事業は依然として厳しい状況となりま
した。

海外事業は、アジアで中国を中心に需要が引き続き拡大
し、米国では製品利用の多様化が進んだほか、欧州では需
要回復が顕在化するなど、総じて好調に推移しました。
この結果、当中間期の連結売上高は、49,248百万円と
前年同期に比べ3.0％増加しました。連結経常利益は
2,783百万円と前年同期に比べ37.0％増加し、連結純利
益は1,668百万円となり、前年同期比20.3％の増加となり
ました。

通期の見通し
平成19年度は、平成21年3月期を最終年度とする中期

経営計画「REMAKE 21」の2年目に当たります。当計画
は「創造的行動力による社会への貢献」を経営理念として、
技術開発力を戦略の中心に位置づけています。新規事業

の創出と既存製品の新用途開発を実現し、業界のリーディ
ングカンパニーとして市場対応型事業展開と経営効率化を
加速させることにより、より高収益な集団を目指します。
本年度下期を見通しますと、総じて国内外とも上期と同

様の状況が続くと予想されます。原油、原材料市況は依然
高い領域にとどまるものと見られ、引き続き製品価格の是正
に注力するとともに、新製品開発等コスト削減による競争
力・収益力強化を図ってまいります。
通期連結売上高は99,000百万円（対前年比3.7％増）、

経常利益は5,100百万円（前年比23.8％増）を確保する見
込みです。
なお、当中間期において配当金は1株当たり6円とさせて
いただきました。年間配当金は、期末配当金を含め12円と
させていただく予定です。
株主の皆様には、今後とも変わらぬご支援、ご鞭撻を賜り

ますようお願い申し上げます。

代表取締役社長　井上 六郎

社長メッセージ Message from the President

カーエアコン用空調ダクト
（スーパーフォーム）

外張断熱工法（ミラフォーム） ヨーロッパで展開中の家具
（ピーブロック/ARPRO）

保温・保冷容器（スチロダイア）
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栃木県鹿沼市の東部、宇都宮市街地へ向う途中にある鹿沼工

業団地内の東側、総敷地面積約55,281m2（約16,750坪）に、延

床面積13,520m2（約4,100坪、一部二階建て）の株式会社JSP鹿

沼物流センターが開設されました。10月19日（金）の竣工式には、

社長の井上と副社長の豊口ほか関係者が参加し、厳かに神事が執

り行われました。

広いプラットホームを活用し、現在、一日平均100台の大型トラッ

クによる配送が、整然と効率的に行われることになります。また、地

域に分散している5工場と、関連会社を含めた物流を連携させ、総合的な物流体制で合理化管理を徹底します。加え

て、外部に委託している借上げ倉庫の返還などを含め、年間約3億円の合理化を計画しております。

一方、環境面についても、輸送の合理化とトラックの管理を徹底し、二酸化炭素排出削減によって、地球に優しい

企業としての行動を進めてまいります。

鹿沼物流センター竣工

テープカット
中央より左へ社長井上、副社長豊口、物流本部長森

鹿沼物流センター全景（外側） 鹿沼物流センター全景（プラットホーム部）

社長井上による玉串拝礼
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トピックス Topics 連結財務ハイライト Consolidated Financial Highlights



43

栃木県鹿沼市の東部、宇都宮市街地へ向う途中にある鹿沼工

業団地内の東側、総敷地面積約55,281m2（約16,750坪）に、延

床面積13,520m2（約4,100坪、一部二階建て）の株式会社JSP鹿

沼物流センターが開設されました。10月19日（金）の竣工式には、

社長の井上と副社長の豊口ほか関係者が参加し、厳かに神事が執

り行われました。

広いプラットホームを活用し、現在、一日平均100台の大型トラッ

クによる配送が、整然と効率的に行われることになります。また、地

域に分散している5工場と、関連会社を含めた物流を連携させ、総合的な物流体制で合理化管理を徹底します。加え

て、外部に委託している借上げ倉庫の返還などを含め、年間約3億円の合理化を計画しております。

一方、環境面についても、輸送の合理化とトラックの管理を徹底し、二酸化炭素排出削減によって、地球に優しい

企業としての行動を進めてまいります。

鹿沼物流センター竣工

テープカット
中央より左へ社長井上、副社長豊口、物流本部長森

鹿沼物流センター全景（外側） 鹿沼物流センター全景（プラットホーム部）

社長井上による玉串拝礼

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

当 期（ 中 間 ）純 利 益

純 資 産

総 資 産

売 上 高 営 業 利 益 率

売 上 高 経 常 利 益 率

売上高当期（中間）純利益率

1株当たり当期（中間）純利益

1 株 当 た り 純 資 産

設 備 投 資

減 価 償 却 費

2004/3 2005/3 2007/3(単位：百万円)

(単位：％)

(単位：円)

(単位：百万円)

77,723

4,947

4,406

2,372

31,423

78,631

6.4

5.7

3.1

88.53

1,170.15

4,119

4,747

87,134

5,071

4,552

2,375

36,963

83,980

5.8

5.2

2.7

83.17

1,214.44

6,113

4,837

95,505

4,114

4,119

2,357

45,989

95,178

4.3

4.3

2.5

75.76

1,376.68

7,923

4,566

49,248

2,823

2,783

1,668

48,692

97,595

5.7

5.7

3.4

53.35

1,442.86

3,011

2,388

2006/9

47,806

1,904

2,031

1,387

44,258

96,447

4.0

4.3

2.9

44.64

1,325.97

3,933

2,213

2007/9

 

2006/3

89,843

3,025 

2,868

1,525 

40,058 

88,039 

3.4 

3.2 

1.7 

49.71 

1,296.15 

6,640

4,656

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

07/3
0

1,000

通期中間期

2,000

3,000

07/3 08/3

2,357

1.387

06/305/304/3

2,372 2,375

1,525

06/3 08/305/304/3

4,406
4,552

2,868

4,119

2,031

2,800
（予想）

1,668

5,100
（予想）

2,783

0

6,000

06/305/3 07/3 08/304/3

4,000

2,000

4,114

1,904

5,300
（予想）

2,823

4,947 5,071

3,025

0

25,000

50,000

75,000

100,000

07/3 08/305/304/3 06/3

77,723

87,134

95,505

47,806

99,000

（予想）

49,248

89,843

売上高（百万円） 営業利益（百万円） 経常利益（百万円） 当期（中間）純利益（百万円）

トピックス Topics 連結財務ハイライト Consolidated Financial Highlights



65

連結セグメント情報 Consolidated Segment Information

シート事業
26.6%

ビーズ事業
57.9%　

その他事業
7.2%

ボード事業
8.3%

■事業別売上高構成比

アメリカ
12.3%

アジア
10.8%

ヨーロッパ
10.8%

日　本
66.1%

■地域別売上高構成比

シート事業は、当社売上高の26.6％を占めています。
ポリスチレンを原料とする食品用包材の「スチレンペーパー」
は、昨年度に実施した生産設備統合の効果により利益は回
復しました。産業用包材の発泡ポリエチレンシートの「ミラマッ
ト」、発泡ポリプロピレンシート「Pボード」は、帯電防止製品を
中心に売上を伸ばしました。広告用ディスプレー材や折材に用
いられる「ミラボード」及びポリエチレン気泡緩衝材「キャプロ
ン」は、競争激化により販売数量が減少しましたが、製品販売
単価の引き上げ効果で売上高は前年同期並みとなりました。
なお前年同期において連結対象であった日本アクリエース
（株）（アクリル系シート「アクリエース」を製造販売）は、前下期
より持分法適用関連会社となっております。

この結果、シート事業の売
上高は13,121百万円（前年
同期比13.0％減）、営業利益
は443百万円（同16.6％減）
となりました。

シート事業
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Pボード（産業用包材）

ビーズ事業は、当社売上高の57.9％を占めています。

発泡ポリプロピレン「ピーブロック」は、衝撃緩衝用バン

パー芯材や内装材等の自動車部品のほか、IT製品輸送

用通い函、家電製品用緩衝材、競技用グランド基礎緩衝

材等に幅広く用いられており、日本を始めアメリカ、ヨーロ

ッパ、アジアの各地域において売上高は前年同期を上回

りました。また魚箱や包装材、建設土木用資材に用いら

れる発泡性ポリスチレン「スチロダイア」については、原材

料価格値上げに対する製品価格是正が進みました。

この結果、ビーズ事業の売上高は28,518百万円（前年

同期比10.3％増）、営業利益は2,954百万円（同56.3％

増）となりました。
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ピーブロック（IT・家電製品緩衝材）

スチロダイア（保温・保冷容器）

ボード事業は、当社売上高の8.3％を占めています。

発泡ポリスチレン押出ボードの断熱材「ミラフォーム」は、平成19

年6月の建築基準法改正による新規住宅着工件数減少の影響に

より販売数量は減少しましたが、売上高は製品販売単価の引上げ

効果もあり前年同期を上回りました。

また、発泡ポリエチレン押出ボードの

「ミラプランク」の売上高はトラック等

の積載品を保護するための緩衝材

や、家電・自動車用部品の通い函向

けを中心に前年同期を上回りました。

この結果、ボード事業の売上高は

4,081百万円（前年同期比5.3％増）、

営業利益は268百万円（同34.2％増）

となりました。

ボード事業

その他事業は、当社売上高の7.2％を占めています。

自動車用空調ダクトの「スーパーフォーム」は、軽量性、断熱性が

評価され順調に売上を伸ばしました。ユニットバス天井材の「スーパ

ーブロー」は、住宅着工件数が減少

した影響もあり売上高は前年同期を

下回りました。また一般包材事業の

売上高は前年同期を上回り、プラス

チックリサイクル機器事業の売上高

は前年同期並みでした。

この結果、売上高は3,526百万円

（前年同期比17.8％増）、営業利益

は36百万円（同33.7％減）となりまし

た。
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連結財務諸表 Consolidated Financial Statements

株主資本 評価・換算差額等

その他有価証券
評価差額金

為替換算
調整勘定

評価・換算
差額等合計

少数株主持分 純資産合計
株主資本合計自己株式利益剰余金資本剰余金資本金

2007年3月31日残高 10,076 13,352 18,909 △39 42,298 321 365 686 3,003 45,989

当中間期中の変動額

新株の発行 35 35 70 70

剰余金の配当 △187 △187 △187

中間純利益 1,668 1,668 1,668

自己株式の取得 △2 △2 △2

株主資本以外の項目の当中間期の変動額（純額） △74 712 637 517 1,154

当中間期中の変動額合計 35 35 1,481 △2 1,548 △74 712 637 517 2,703

2007年9月30日残高 10,111 13,388 20,390 △42 43,847 247 1,077 1,324 3,520 48,692
注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

当中間連結会計期間

■中間連結株主資本等変動計算書 （単位：百万円）

（資産の部）

流動資産 51,638 52,335 △697

現金及び預金 8,267 8,047 220

受取手形及び売掛金 32,052 31,747 304

有価証券 0 277 △276

たな卸資産 9,075 9,629 △553

その他 2,241 2,634 △392

固定資産 45,957 44,111 1,845

有形固定資産 40,881 39,563 1,317

建物及び構築物 12,429 11,684 744

機械装置及び運搬具 14,722 13,318 1,404

土地 11,284 10,193 1,091

その他 2,444 4,366 △1,922

無形固定資産 811 709 102

投資その他の資産 4,263 3,838 425

投資有価証券 2,716 2,265 450

その他 1,547 1,572 △25

資産合計 97,595 96,447 1,147

注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

当中間期
2007年9月30日現在

前中間期
2006年9月30日現在

前期比増減額

1

（負債の部）

流動負債 36,999 39,959 △2,959

支払手形及び買掛金 16,869 18,338 △1,469

短期借入金 8,388 9,357 △968

一年以内返済予定の長期借入金 3,899 3,816 83

一年以内償還予定の社債 222 272 △50

その他 7,619 8,173 △554

固定負債 11,902 12,230 △327

社債 495 717 △222

長期借入金 10,077 9,796 280

退職給付引当金 414 577 △163

その他 915 1,138 △222

負債合計 48,902 52,189 △3,286

（純資産の部）

株主資本 43,847 41,463 2,383

資本金 10,111 10,045 65

資本剰余金 13,388 13,322 65

利益剰余金 20,390 18,134 2,256

自己株式 △42 △38 △3

評価・換算差額等 1,324 △168 1,492

その他有価証券評価差額金 247 301 △54

為替換算調整勘定 1,077 △469 1,547

少数株主持分 3,520 2,962 558

純資産合計 48,692 44,258 4,434

負債及び純資産合計 97,595 96,447 1,147
注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

当中間期
2007年9月30日現在

前中間期
2006年9月30日現在

前期比増減額

■中間連結貸借対照表 （単位：百万円）

資産合計
流動資産は、697百万円減少したものの、固定資産が国内外での新規投
資等により1,845百万円増加したことにより、資産合計は、前年同期比
1,147百万円増の97,595百万円となりました。

1 流動負債
支払手形および買掛金が1,469百万円減少したことにより、流動負債は、
前年同期比2,959百万円減の36,999百万円となりました。
株主資本

利益剰余金を2,256百万円積み増したことにより、株主資本は、前年同期
比2,383百万円増の43,847百万円となりました。また、自己資本比率は、
前年同期比3.5ポイント向上し、46.3％となりました。

2

3

■中間連結損益計算書 （単位：百万円）

売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

特別損失

税金等調整前中間純利益

法人税、住民税及び事業税

過年度法人税等戻入額

法人税等調整額

少数株主利益

中間純利益
注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

47,806

35,261

12,545

10,641

1,904

464

336

2,031
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2,559

856

－

△54

370

1,387

1,441

899

541

△377

918

△94

72

751

△993

△450

208

△207

△64

188

10

281

49,248

36,161

13,087

10,264

2,823

369

409

2,783

59

73

2,768

649

△64

133

381

1,668

当中間期
2007年4月 1 日から
2007年9月30日まで

前中間期
2006年4月 1 日から
2006年9月30日まで

前期比増減額

■中間連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

営業活動による
キャッシュ･フロー 3,734 2,614 1,119

投資活動による
キャッシュ･フロー △3,368 △2,916 △452

財務活動による
キャッシュ･フロー △86 1,106 △1,193

現金及び
現金同等物期末残高 5,495 6,449 △953

注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

当中間期
2007年4月 1 日から
2007年9月30日まで

前中間期
2006年4月 1 日から
2006年9月30日まで

前期比増減額

4

5

6

5
売上高

当中間期の売上高は、日本を始めアメリカ、ヨーロッパ、アジアの各地域に
おけるビーズ事業の売上増により、前年同期比3.0％増の49,248百万円
となりました。
営業利益・経常利益

物流コストの削減や高付加価値製品の早期事業化や収益性の高い海外
事業への積極展開により、営業利益は前年同期比48.3％増の2,823百
万円となり、経常利益は、前年同期比37.0％増の2,783百万円となりまし
た。
中間純利益

中間純利益は、前年同期比20.3％増の1,668百万円となりました。

4

5

6

2

3
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一年以内返済予定の長期借入金 3,899 3,816 83

一年以内償還予定の社債 222 272 △50

その他 7,619 8,173 △554

固定負債 11,902 12,230 △327

社債 495 717 △222

長期借入金 10,077 9,796 280

退職給付引当金 414 577 △163

その他 915 1,138 △222

負債合計 48,902 52,189 △3,286

（純資産の部）

株主資本 43,847 41,463 2,383

資本金 10,111 10,045 65

資本剰余金 13,388 13,322 65

利益剰余金 20,390 18,134 2,256

自己株式 △42 △38 △3

評価・換算差額等 1,324 △168 1,492

その他有価証券評価差額金 247 301 △54

為替換算調整勘定 1,077 △469 1,547

少数株主持分 3,520 2,962 558

純資産合計 48,692 44,258 4,434

負債及び純資産合計 97,595 96,447 1,147
注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

当中間期
2007年9月30日現在

前中間期
2006年9月30日現在

前期比増減額

■中間連結貸借対照表 （単位：百万円）

資産合計
流動資産は、697百万円減少したものの、固定資産が国内外での新規投
資等により1,845百万円増加したことにより、資産合計は、前年同期比
1,147百万円増の97,595百万円となりました。

1 流動負債
支払手形および買掛金が1,469百万円減少したことにより、流動負債は、
前年同期比2,959百万円減の36,999百万円となりました。
株主資本

利益剰余金を2,256百万円積み増したことにより、株主資本は、前年同期
比2,383百万円増の43,847百万円となりました。また、自己資本比率は、
前年同期比3.5ポイント向上し、46.3％となりました。

2

3

■中間連結損益計算書 （単位：百万円）

売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

特別損失

税金等調整前中間純利益

法人税、住民税及び事業税

過年度法人税等戻入額

法人税等調整額

少数株主利益

中間純利益
注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

47,806

35,261

12,545

10,641

1,904

464

336

2,031

1,052

524

2,559

856

－

△54

370

1,387

1,441

899

541

△377

918

△94

72

751

△993

△450

208

△207

△64

188

10

281

49,248

36,161

13,087

10,264

2,823

369

409

2,783

59

73

2,768

649

△64

133

381

1,668

当中間期
2007年4月 1 日から
2007年9月30日まで

前中間期
2006年4月 1 日から
2006年9月30日まで

前期比増減額

■中間連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

営業活動による
キャッシュ･フロー 3,734 2,614 1,119

投資活動による
キャッシュ･フロー △3,368 △2,916 △452

財務活動による
キャッシュ･フロー △86 1,106 △1,193

現金及び
現金同等物期末残高 5,495 6,449 △953

注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

当中間期
2007年4月 1 日から
2007年9月30日まで

前中間期
2006年4月 1 日から
2006年9月30日まで

前期比増減額

4

5

6

5
売上高

当中間期の売上高は、日本を始めアメリカ、ヨーロッパ、アジアの各地域に
おけるビーズ事業の売上増により、前年同期比3.0％増の49,248百万円
となりました。
営業利益・経常利益

物流コストの削減や高付加価値製品の早期事業化や収益性の高い海外
事業への積極展開により、営業利益は前年同期比48.3％増の2,823百
万円となり、経常利益は、前年同期比37.0％増の2,783百万円となりまし
た。
中間純利益

中間純利益は、前年同期比20.3％増の1,668百万円となりました。

4

5

6

2

3
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■個別要約中間貸借対照表 （単位：百万円）

（資産の部）
流動資産 29,596 29,009 586
固定資産 37,272 36,270 1,002
有形固定資産 23,394 22,206 1,188
無形固定資産 237 197 39
投資その他の資産 13,640 13,866 △225
資産合計 66,869 65,279 1,589

（負債の部）
流動負債 25,339 24,038 1,300
固定負債 8,738 8,450 288
負債合計 34,077 32,489 1,588

（純資産の部）
株主資本 32,602 32,541 60
資本金 10,111 10,045 65
資本剰余金 13,388 13,322 65
利益剰余金 9,145 9,212 △67
自己株式 △42 △38 △3
評価・換算差額等 189 248 △59
その他有価証券評価差額金 189 248 △59
純資産合計 32,791 32,790 0
負債及び純資産合計 66,869 65,279 1,589

当中間期
2007年9月30日現在

前中間期
2006年9月30日現在

前期比増減額

■個別要約中間損益計算書 （単位：百万円）

売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益又は営業損失（△）

営業外収益

営業外費用

経常利益又は経常損失（△）

特別利益

特別損失

税引前中間純利益

法人税、住民税及び事業税

過年度法人税等戻入額

法人税等調整額

中間純利益又は中間純損失（△）

25,580

20,225

5,354

5,733

△378

210

129

△298

1,035

593

144

20

△9

146

△13

27,471

21,590

5,880

5,826

53

211

151

114

0

58

55

14

△64

39

66

1,891

1,365

525

92

432

1

21

412

△1,035

△534

△88

△6

△54

△107

80

当中間期
2007年4月 1 日から
2007年9月30日まで

前中間期
2006年4月 1 日から
2006年9月30日まで

前期比増減額

■中間株主資本等変動計算書 （単位：百万円）

注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

アンケートへのご協力、ありがとうございました。
非常に多くの皆様からご返信をいただき、ありがとうございました。

集計後に届いたものを含めますと833名、総株主に占める比率で約36％という結果となりました。

数多くの励ましやご意見は、社長の井上をはじめ経営陣の参考とさせていただきます。

改めて感謝を申し上げます。

当社株式の購入時期

前回より中・長期保有の株

主様比率が高くなっています。

株価変動の影響もあったと

考えますが、新規株主様獲得

により一層の活動を続けてま

いります。

27%

15%20%

28%

10%

1年以内 2～3年前 4～5年前

5年以上前 株式公開時から

当社株式に対する今後の方針

安定保有に加え、買い増し

をお考えいただいている株主

様が増えていることに感謝申

し上げます。

株主還元策のご要望も多く

いただいておりますので、前向

きに検討をさせていただき実

現に努力いたします。

73%

14%

8%
5%

当面保有 買い増し

売却 その他

当社株式の購入理由

0単位：名 100 200 300 400 500

その他

証券会社の薦め

株価

製品サービス

配当金

財務内容

経営方針

将来性

安定性 170

46490
112
93

46
128
158

108

JSPニュースへの印象

前回よりも良いご評価をい

ただき、大変嬉しく思っており

ます。

今後も、目を通すことを楽し

みに思っていただける紙面作

りを心掛けてまいります。

4%

52%43%

1%

わかりやすい 見やすい

わかりにくい 見にくい

株主資本
利益剰余金資本剰余金

評価･換算差額等

自己株式 株主資本合計 その他有価証券
評価差額金

純資産合計

繰越利益剰余金別途積立金
その他利益剰余金

利益準備金資本準備金
資本金

2007年3月31日残高 10,076 13,352 362 8,800 103 △39 32,655 251 32,906
当中間期中の変動額
新株の発行 35 35 70 70
別途積立金の取崩 △100 100 － －
剰余金の配当 △187 △187 △187
中間純利益 66 66 66
自己株式の取得 △2 △2 △2

株主資本以外の項目の当中間期中の変動額（純額） △62 △62
当中間期中の変動額合計 35 35 － △100 △20 △2 △52 △62 △115
2007年9月30日残高 10,111 13,388 362 8,700 83 △42 32,602 189 32,791

当事業年度

依然として、圧倒的に当社の将来性に期待していただいています。

事業の確実なる拡大と収益の確保、そして株主様への還元をよ

り意識した活動を実施いたします。
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■個別要約中間貸借対照表 （単位：百万円）

（資産の部）
流動資産 29,596 29,009 586
固定資産 37,272 36,270 1,002
有形固定資産 23,394 22,206 1,188
無形固定資産 237 197 39
投資その他の資産 13,640 13,866 △225
資産合計 66,869 65,279 1,589

（負債の部）
流動負債 25,339 24,038 1,300
固定負債 8,738 8,450 288
負債合計 34,077 32,489 1,588

（純資産の部）
株主資本 32,602 32,541 60
資本金 10,111 10,045 65
資本剰余金 13,388 13,322 65
利益剰余金 9,145 9,212 △67
自己株式 △42 △38 △3
評価・換算差額等 189 248 △59
その他有価証券評価差額金 189 248 △59
純資産合計 32,791 32,790 0
負債及び純資産合計 66,869 65,279 1,589

当中間期
2007年9月30日現在

前中間期
2006年9月30日現在

前期比増減額

■個別要約中間損益計算書 （単位：百万円）

売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益又は営業損失（△）

営業外収益

営業外費用

経常利益又は経常損失（△）

特別利益

特別損失

税引前中間純利益

法人税、住民税及び事業税

過年度法人税等戻入額

法人税等調整額

中間純利益又は中間純損失（△）

25,580

20,225

5,354

5,733

△378

210

129

△298

1,035

593

144

20

△9

146

△13

27,471

21,590

5,880

5,826

53

211

151

114

0

58

55

14

△64

39

66

1,891

1,365

525
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432

1

21

412

△1,035

△534

△88

△6

△54

△107

80

当中間期
2007年4月 1 日から
2007年9月30日まで

前中間期
2006年4月 1 日から
2006年9月30日まで

前期比増減額

■中間株主資本等変動計算書 （単位：百万円）

注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

アンケートへのご協力、ありがとうございました。
非常に多くの皆様からご返信をいただき、ありがとうございました。

集計後に届いたものを含めますと833名、総株主に占める比率で約36％という結果となりました。

数多くの励ましやご意見は、社長の井上をはじめ経営陣の参考とさせていただきます。

改めて感謝を申し上げます。

当社株式の購入時期

前回より中・長期保有の株

主様比率が高くなっています。

株価変動の影響もあったと

考えますが、新規株主様獲得

により一層の活動を続けてま

いります。

27%

15%20%

28%

10%

1年以内 2～3年前 4～5年前

5年以上前 株式公開時から

当社株式に対する今後の方針

安定保有に加え、買い増し

をお考えいただいている株主

様が増えていることに感謝申

し上げます。

株主還元策のご要望も多く

いただいておりますので、前向

きに検討をさせていただき実

現に努力いたします。

73%

14%

8%
5%

当面保有 買い増し

売却 その他

当社株式の購入理由

0単位：名 100 200 300 400 500

その他

証券会社の薦め

株価

製品サービス

配当金

財務内容

経営方針

将来性

安定性 170

46490
112
93

46
128
158

108

JSPニュースへの印象

前回よりも良いご評価をい

ただき、大変嬉しく思っており

ます。

今後も、目を通すことを楽し

みに思っていただける紙面作

りを心掛けてまいります。

4%

52%43%

1%

わかりやすい 見やすい

わかりにくい 見にくい

株主資本
利益剰余金資本剰余金

評価･換算差額等

自己株式 株主資本合計 その他有価証券
評価差額金

純資産合計

繰越利益剰余金別途積立金
その他利益剰余金

利益準備金資本準備金
資本金

2007年3月31日残高 10,076 13,352 362 8,800 103 △39 32,655 251 32,906
当中間期中の変動額
新株の発行 35 35 70 70
別途積立金の取崩 △100 100 － －
剰余金の配当 △187 △187 △187
中間純利益 66 66 66
自己株式の取得 △2 △2 △2

株主資本以外の項目の当中間期中の変動額（純額） △62 △62
当中間期中の変動額合計 35 35 － △100 △20 △2 △52 △62 △115
2007年9月30日残高 10,111 13,388 362 8,700 83 △42 32,602 189 32,791

当事業年度

依然として、圧倒的に当社の将来性に期待していただいています。

事業の確実なる拡大と収益の確保、そして株主様への還元をよ

り意識した活動を実施いたします。
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　杰斯比塑料（東莞）有限公司　起工式開催
　6月15日、東莞松山湖科技産業園区の工場建設予定地において、出資者である伊藤忠商事
（株）広州支店、施工業者の方々の参列のもと、工事の無事を祈願して起工式を行いました。

　第49回定時株主総会　開催
　6月28日、第49回定時株主総会を当社本店会議室で開催いたしました。

　親会社等に関する事項について発表
　6月29日、親会社等に関する事項について東京証券取引所に報告し、対外発表いたしました。

　「平成20年3月期　第1四半期財務・業績の概況」を発表
　7月31日、東京証券取引所に平成20年3月期　第1四半期連結業績の概況を報告し、対外発表いたしました。

　「環境報告書2006」を発行
　昨年度に当社が取組んだ環境保全活動に関する報告書を作成いたしました。当社の事業活
動による環境負荷の状況と、各事業所における環境保全・改善のための具体的な活動につい
て報告しております。

　「ビーズ法発泡ポリスチレン事業の営業権等譲渡及び
　日化化成品株式会社の株式譲渡の基本合意に関するお知らせ」を発表
　9月28日、当社と日立化成工業株式会社（以下「日立化成」）は、同日開催の各々の取締役会において、日立化成が
展開しているビーズ法発泡ポリスチレン（EPS）事業の営業権等及び同社の100％子会社である日化化成品（株）の
全株式を当社に譲渡する基本合意書締結について決議したことを発表いたしました。

9

１. 今後の日程
　平成20年1月31日（予定）　事業譲渡契約及び株式譲渡契約締結
　平成20年3月31日（予定）　営業権等譲渡日

３. 修正の理由
　世界的な原油高、ナフサ高の継続で、当連結会計年度に入って2度にわたる当社発泡樹脂製品の主原料、副資材等の価格上
昇により、個別利益は前回予想を下回る見込に、一方、連結利益は海外事業が好調であり中間期の利益は前回予想を上回る
見込となったため。

２. 会社の概要

　「業績予想の修正に関するお知らせ」を発表
　10月9日、業績の動向を踏まえ、平成19年4月27日に公表した平成20年3月期の中間期及び通期業績予想の
修正を発表いたしました。

　資本金の変更（平成19年9月30日現在）

　鹿沼物流センター　竣工式開催
　10月19日、建設を進めていました鹿沼物流センターの竣工式が行われました。

　JSP四日市第一工場　「高圧ガス優良製造所」として経済産業大臣より表彰
　10月26日、高圧ガスの保安対策に貢献したとして、当社・四日市第一工場が経済産業大臣表彰を受けました。
優良製造所として表彰を受けたのは当社を含め、大手飲料メーカーなど17社です。

　平成20年3月期　中間決算発表
　10月30日、東京証券取引所に平成20年3月期中間決算を報告し、対外発表いたしました。

　鹿沼物流センター本稼動
　11月1日より鹿沼物流センターが本格業務を開始いたしました。

日立化成工業株式会社

東京都新宿区西新宿二丁目1番1号

執行役社長　長瀬  寧次

昭和37年10月10日

15,421百万円

株式会社日立製作所（51.1％）

連：17,502名　単：3,491名

エレクトロニクス関連製品、機能性材料関連製品、在宅機器・環境設備の製造、販売

連：628,805百万円　単：255,021百万円

―

商号

本店所在地

代表者氏名

設立年月日

資本金（平成19年3月31日現在）

大株主（出資比率：％）

従業員（平成19年3月31日現在）

事業の内容

売上高（平成19年3月期）

発行済株式総数

日化化成品株式会社

茨城県下妻市鎌庭字木仙房2052

代表取締役　小林  明洋

昭和45年6月17日

495百万円

日立化成工業株式会社（100％）

―

発泡スチロール成型品製造、販売

―

990,000株

資本金 101億11百万円
前回報告（平成19年3月末） 100億76百万円（35百万円増加）

発行済株式総数 31,367,473株
変更理由 ストックオプションの行使

２. 平成20年3月期　連結業績予想数値の修正（平成19年4月1日～平成20年3月31日）

１. 平成20年3月期　個別業績予想数値の修正（平成19年4月1日～平成20年3月31日）

 個別（単位：百万円）
 売　上　高  営業利益  経常利益   当期純利益

  中　間 通　期 中　間 通　期 中　間 通　期 中　間 通　期

 前回発表予想 27,600 55,900 270 0600 0330 1,500 180 800

 今回発表予想 27,500 55,900 50 400 100 1,200 70 700

 参考：前期実績 25,580 52,707 △378 △197 △298 0,610 △13 226

 連結（単位：百万円）
 売　上　高  営業利益  経常利益   当期純利益

  中間 通期 中間 通期 中間 通期 中間 通期

 前回発表予想 49,100 99,000 2,670 5,300 2,600 5,100 1,520 2,800

 今回発表予想 49,150 99,000 2,750 5,300 2,700 5,100 1,600 2,800

 参考：前期実績 47,806 95,505 1,904 4,114 2,031 4,119 1,387 2,357

▲ ▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲

※連結の通期業績予想数値は、前回発表したままであり、修正しておりません。

（平成19年3月期）

（平成19年3月期）
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　杰斯比塑料（東莞）有限公司　起工式開催
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（株）広州支店、施工業者の方々の参列のもと、工事の無事を祈願して起工式を行いました。
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て報告しております。
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会 社 概 要

商　　　号 株式会社JSP

所　在　地 本社　東京都千代田区丸の内三丁目4番2号

事 業 内 容 発泡プラスチック、

その他合成樹脂製品の製造販売および輸出、

土木･建築工事の設計･請負および管理

設　　　立 1962年（昭和37年）1月

資　本　金 101億11百万円

決　算　期 3月

従 業 員 数 621名（男527名・女94名）出向者除く

連結2,025名

事 業 所 他 6営業所、11工場、2研究所

主要関連企業 国内11社、海外22社

株 主 メ モ

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 6月

株主配当金 毎年3月31日最終の株主名簿及び実質株主名

簿に記載された株主又は登録質権者に支給する

ものとする。

中 間 配 当 実施する場合には、毎年9月30日最終の株主名

簿及び実質株主名簿に記載された株主又は登録

質権者に支給するものとする。

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

同 取 次 所 三菱UFJ信託銀行株式会社　全国本支店

野村證券株式会社　全国本支店

郵便物送付先 〒171-8508

および電話照会先 東京都豊島区西池袋一丁目7番7号

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

電話：0120-707-696（フリーダイヤル）

単元株式数 100株

公告掲載新聞名 東京都において発行する日本経済新聞

上場証券取引所 東京証券取引所第一部

コード 7942

「カッパドキアの奇景」
トルコ ギョレメ国立公園　世界遺産

撮影・文
清水　準一（写真家）

株 式 の 状 況

株　　主　　名 株 式 数

大 株 主

三菱瓦斯化学（株） 13,212,982

日本トラスティ・サービス信託銀行（株）（信託口） 1,608,100

日本マスタートラスト信託銀行（株）（信託口） 1,411,500

三菱化学（株） 1,234,220

JSP取引先持株会 978,324

ザチェースマンハッタンバンクエヌエイロンドンエスエルオムニバスアカウント 712,900

日本トラスティ・サービス信託銀行（株）（信託口4） 623,700

JSP従業員持株会 501,374

ドイチェバンクアーゲーロンドンピービーアイリッシュレジデンツ619 430,000

資産管理サービス信託銀行（株）（年金信託口） 429,400

発行可能株式総数 46,000,000株

発行済株式の総数 31,367,473株

株　　主　　数 2,231名

株主数別分布状況 株式数別分布状況

個人その他  13.01%

外国人  15.48%
証券・
事業会社
他法人
53.34%

金融機関  18.17%

個人その他
81.75%

外国人  4.08%

証券・事業会社他法人  12.33%金融機関  1.84%

会社情報（2007年9月30日現在） Corporate Data

表紙の写真

Cover Photo

トルコには世界遺産が9ヵ所あります。歴史的遺跡の宝庫と言われる割に

は少ないのですが、その多彩さは類を見ません。「トロイ遺跡」、イスタンブルに

あるトルコ最大のモスク「アヤソフィア聖堂」※注など、ペルシア時代、ヘレニズ

ム時代、ローマ帝国・ビザンティン帝国時代（東ローマ時代）、セルジュク・ト

ルコ時代、十字軍時代、オスマントルコ時代と列挙しますと、世界史が圧縮さ

れている感じがします。

しかし国民感情のせいからか、現在のベルリン観光の目玉として「ペルガ

モン博物館」に展示されている「ゼウスの大祭壇」が発掘された地・ベルガ

マは、世界遺産ではありません。恐らく「ゼウスの大祭壇」がドイツ人により発

見され、船でそっくりベルリンに運ばれているために、トルコ国民の中に「遺跡

を持ち出された」と言う感が強いのかもしれません。

カッパドキアの最大の特徴は、自然の創造した奇景と、トルコの歴史的変

遷を象徴している文化とが複合した遺産という点です。

まず、奇景誕生のプロセスの概略を説明しますと、6000万年ほど前のタウ

ロス山脈の隆起に始まり、噴火により堆積された火山灰が柔らかい凝灰岩

層となり、この岩層に雨水や風雪が侵食して形成されたそうです。

この不毛の僻地に最初に入植したのは、ローマ人の弾圧を避けて逃げて

きた初期のキリスト教徒（313年公認以前）で、柔らかな地層という点に着目

したことから地下都市の歴史が始まったようです。さらに、7世紀になるとアラ

ブの攻撃を避けてこの地に逃げ込んだキリスト教徒が、現在観光資源となっ

ている迷路のような多階層の地下都市を造りました。（地下4層まで発掘され

ていますがまだその下があるそうです。）

カッパドキアは東西20km、南北40kmという広大な地域で、高級ホテルの

多いユルギュップ、県都ネヴシェヒル、洞窟ホテルの多いギョレメなどこの地

域の全貌を知るには最低2日はかかるようです。小生はイスタンブルから夜行

寝台でアンカラに行き、そこからバスで南下し、ギョレメの谷に入りました。著

名な観光スポットとしては奇岩要塞のあるオルタヒサール、最高の展望を誇る

ウチヒサールなどがありますが、これらの地域は訪れていないのでご紹介でき

ず残念です。

※注：「アヤソフィア聖堂」

1985年、「イスタンブル歴史地域」の一部として世界文化遺産に登録される。537年建

造。当初はキリスト教最大の規模を誇っていた大聖堂。オスマントルコの征服によりモ

スクに改造された。その後イスラム教のモスクの原型となった。1616年に建てられたブ

ルー・モスクは明らかにアヤソフィアに影響を受けて建造された。



1413
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見され、船でそっくりベルリンに運ばれているために、トルコ国民の中に「遺跡

を持ち出された」と言う感が強いのかもしれません。

カッパドキアの最大の特徴は、自然の創造した奇景と、トルコの歴史的変

遷を象徴している文化とが複合した遺産という点です。

まず、奇景誕生のプロセスの概略を説明しますと、6000万年ほど前のタウ

ロス山脈の隆起に始まり、噴火により堆積された火山灰が柔らかい凝灰岩

層となり、この岩層に雨水や風雪が侵食して形成されたそうです。

この不毛の僻地に最初に入植したのは、ローマ人の弾圧を避けて逃げて

きた初期のキリスト教徒（313年公認以前）で、柔らかな地層という点に着目

したことから地下都市の歴史が始まったようです。さらに、7世紀になるとアラ

ブの攻撃を避けてこの地に逃げ込んだキリスト教徒が、現在観光資源となっ

ている迷路のような多階層の地下都市を造りました。（地下4層まで発掘され

ていますがまだその下があるそうです。）

カッパドキアは東西20km、南北40kmという広大な地域で、高級ホテルの

多いユルギュップ、県都ネヴシェヒル、洞窟ホテルの多いギョレメなどこの地

域の全貌を知るには最低2日はかかるようです。小生はイスタンブルから夜行

寝台でアンカラに行き、そこからバスで南下し、ギョレメの谷に入りました。著

名な観光スポットとしては奇岩要塞のあるオルタヒサール、最高の展望を誇る

ウチヒサールなどがありますが、これらの地域は訪れていないのでご紹介でき

ず残念です。

※注：「アヤソフィア聖堂」

1985年、「イスタンブル歴史地域」の一部として世界文化遺産に登録される。537年建

造。当初はキリスト教最大の規模を誇っていた大聖堂。オスマントルコの征服によりモ

スクに改造された。その後イスラム教のモスクの原型となった。1616年に建てられたブ

ルー・モスクは明らかにアヤソフィアに影響を受けて建造された。
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本　社

〒100-0005 東京都千代田区丸の内3-4-2（新日石ビル） 03-6212-6300

営業所

札幌 〒060-0003 札幌市中央区北3条西1-1（サンメモリアビル） 011-231-2681

仙台 〒984-0817 仙台市若林区堰場12-5（ソレアード舟丁） 022-262-3271

名古屋 〒460-0003 名古屋市中区錦3-4-6（桜通大津第一生命ビル） 052-962-3225
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工　場
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鹿沼第三 〒322-0014 栃木県鹿沼市さつき町10-2 0289-76-5905

鹿沼第四 〒322-0026 栃木県鹿沼市茂呂字北野2626-3 0289-60-3305

鹿沼第五 〒322-0014 栃木県鹿沼市さつき町6-1 0289-76-3211

鹿沼物流センター 〒322-0014 栃木県鹿沼市さつき町13-1 0289-76-2121

鹿島 〒314-0103 茨城県神栖市東深芝16-3 0299-93-4111

四日市第一 〒510-0881 三重県四日市市大字六呂見653-2 059-345-1220

四日市第二 〒510-0955 三重県四日市市北小松町字扇廣1600 059-328-2563

関西 〒679-4304 兵庫県たつの市新宮町下笹515 0791-77-0213

九州 〒861-0111 熊本県鹿本郡植木町宮原553 096-274-7101

研究所

鹿沼 〒322-0014 栃木県鹿沼市さつき町10-3 0289-76-1600

四日市 〒510-0881 三重県四日市市大字六呂見653-2 059-345-1245
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